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❖　	「自治基本条例」施行後5年間の成果や課題の振
り返り、条文の見直しの必要性などについて検
証

❖　	「まちづくり協議会条例」に基づいた各まちづく
り協議会の認定手続き

❖　	地域に対する交付金制度のあり方について検討
❖　	国のまち・ひと・しごと創生長期ビジョンや総

合戦略を踏まえて、第６次高浜市総合計画と整
合性を図りながら、「高浜版総合戦略」を策定

❖　	市民とのワークショップを交えて「しあわせづ
くり計画（第３次地域福祉計画）」を策定

❖　	道路橋梁などのインフラ資産を含めた「公共施
設等総合管理計画」を検討

❖　	「公共施設のあり方計画」の進捗状況の公表およ
び「公共施設白書」の更新

❖　	市役所本庁舎の整備
❖　	「高浜小学校整備検討方針」に基づいた整備手法

の決定および事業者提案の募集

❖　	「生涯学習基本構想」を包含する総合的な取組み
として「タカハマ！まるごと宝箱」を本格実施
（語り合い・学び合いの会の開催、その内容を
小冊子化）

❖　	市民映画「タカハマ物語２」の制作を通じて、
こども・若者の成長を応援

❖　	女性の社会進出や保育ニーズの多様化などの課
題に対する方針である「子ども・子育て支援事
業計画」に基づいた子育て支援策の推進

❖　	居場所充実事業として４月から児童クラブ対象
を「小学校に就学している児童」に拡大

❖　	年間を通じた子どもの居場所確保のため、児童
センターの休館日の変更や雨天時、長期休暇時
にも対応できる体制づくりを整備

❖　	12年間の学びや育ちをつなげるため、学校・
家庭・地域が子どもの年齢に応じた生活習慣や
学習習慣といった「めざす子ども像」を共有・推
進
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